














Training students through volunteer activities
Yoshikichi ABE, Yoshiro ITO, Keiichi KADOWAKI and Toshihiro YOSHIDA
　要約：本稿は本教育復興支援センターの取組，主として平成 24 年４月～ 25 年１月の取組を概括する．
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１　はじめに
　東日本大震災から２年が経過しつつある．また，平成７年の阪神淡路大震災から 18 年の歳月が過ぎようとし






























宮城県の公表では平成 24 年 12 月末現在，県内の死者は 10,415 人（震災関連死を含む），行方不明者は 1,314 人
である．市町村別の死者・行方不明者数は，石巻市 3,943 人，気仙沼市 1,445 人，東松島市 1,156 人と続く．死者・
行方不明者数の人口比で高いのは，女川町 8.7％，南三陸町 4.8％，山元町 4.3％である．
　死因について「2011 年度版　国土交通白書」では，溺死 92.4％，圧死・損傷死 4.4％，焼死 1.1％，その他 2.0％となっ
ている．ちなみに，関東大震災では焼死が 87.1％，阪神淡路大震災では圧死・損傷死 83.3％が最も高く，同じ震
災といっても犠牲者の死因割合からもその特徴がうかがえる．












































































児童 99 名を含め 600 余名の避難者が自衛隊のヘリコプターで救助されるまでの経緯が記されている．な
お，同校は現在，中野栄小学校の校舎を借りて学んでいる．
◯　七郷中「語り継ぐ鮮明な記憶 ―― 七郷の美しい風景は私たちが取り戻す！！」
















































◯　愛知教育大学（８月 20 ～ 24 日　南三陸町立志津川中学校　環境整備，部活動支援，自学自習支援）
・ テーマ「復興を願う私たちにできること」
・ 活動の動機――自分の目で見たかった，とにかく何か役に立ちたかった



















































（１） ボランティア参加状況 （24年４月～ 12月）




　それに対応した派遣人数は，小学校 286 名，中学校 320 名，高校 21 名，特別支援学校 16 名，合計 643 名．うち，
本学生が 377 名，他大学生が 266 名である．
（２） 他大学との連携




















・中学生対象　８月 16 ～ 20 日　築館中学校　　本学生　延べ 73 名











（・３月 26 ～ 30 日　環境整備，学習支援等　　　愛知教育大　10 名）
・８月 ７～ 10 日　学習支援，部活動指導等　　東京学芸大　12 名　本学　３名





















































・夏季学習会　８月６～ 10 日　生徒　137 名（平均）　京都教育大　10 名，本学　２名


































































（３） 新しい教育復興支援センター （建築物） の活用
　現在，管理棟に隣接して教育復興支援センターの新築工事が行われている．新しい建物には，学生が常時出入
し情報交換の場を設けるなど，学生の学習支援ボランティアへの主体的な活動拠点として期待している．
　また，将来どのようなものとして活用を図るか，例えば防災教育センター，資料館などを踏まえ，その機能に
ふさわしい内容の充実を図るつもりでいる．
　施設設備の拡充に加え，すでにあるテレビ会議システム，iPad 等の教材ソフトの有効活用を図るとともに，活
動拠点のブランチおよびバス等の有効利用についても検討を深めたい．
　さらに，研究部門と連携を図り，学習支援マネジメント，連携・協働の在り方，防災・減災教育等についての
研究を深め，その成果を全国，全世界へ発信したいと考えている．
　
　以上，本教育復興支援センターのこの一年の活動について報告する．ただ，学習支援ボランティア活動の取組は
緒についたばかりであり，むしろ反省，課題が山積しているというのが実情である．
　しかし，本稿および学生動向を綴った「軌跡」を刊行することの意義はまさにそこにあると確信する．次世代お
よび他地域，他国の各種震災対応の一提言として参照されんことを願うものである．
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